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安全のために
ソニー製品は、安全に充分配慮して設計されています。しかし、まちがった使いかたを
すると、火災などによる人身事故が起きるおそれがあり危険です。事故を防ぐために次
のことを必ずお守りください。
ˎˎ 安全のための注意事項を守る
ˎˎ 故障したら使わずに、ソニーの相談窓口に相談する

電源を切る
ソニーの相談窓口に相談する

変な音やにおいがしたら、
煙が出たら

警告表示の意味
この取扱説明書では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してか
ら本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などにより死亡や大け
がなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがを
したり周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。

行為を禁止する記号 行為を指示する記号

下記の注意事項を守らないと、 
事故により死亡や大けがの原因となります。

潜水中の使用は周囲の状況を把握し、安全に充分注
意を払う
注意を怠ると、潜水事故の原因となります。

万一、アンダーウォーターハウジングに水漏れが
発生した場合
あわてず身体に影響がないように、浮上時の減圧時間を守り、周
囲の状況に注意しながら浮上してください。

下記の注意事項を守らないと、 
けがをすることがあります。

衝撃を与えない
ガラス部分が割れたり、各部の破損によりけがの原因になることがあります。

口に入れたり飲み込んだりしない
本機の部品を口に入れたり飲み込んだりすると、のどにつまったりして危険
です。

主な特長
このアンダーウォーターハウジング（以下、本機とする）の対象カメラ：ˎ
DSC-RX100、DSC-RX100M2、DSC-RX100M3、DSC-RX100M4、DSC-RX100M5
耐圧：水深40mまで

取り扱い上の注意
ˎˎフロントガラスに強い衝撃を与えないでください。割れることがあります。
ˎˎ強い衝撃を与えないでください。ˎ
カメラのファインダーがポップアップしてモニター表示が消える場合があります。（）
ˎˎ本機を水中に投げ込まないでください。
ˎˎ次のような環境でのご使用は避けてください。
‒‒ 高温多湿な場所
‒‒ 40℃を超える温水の中
‒‒ 0℃以下の場所

   結露、水漏れは、カメラの故障の原因になります。
ˎˎ高温多湿の場所や炎天下に長時間放置しないでください。やむをえず直射日光のあ
たる場所に置く場合は、上からタオルなどをかけて保護してください。
ˎˎカメラの温度が上がると自動的に電源が切れたり、撮影ができなくなることがありま
す。再度撮影するには、涼しい場所に放置してカメラの温度を下げてください。
ˎˎ飛行機に持ち込む場合には、付属のスペーサーを使用し本機を開けた状態にしてくだ
さい。密閉状態の場合、気圧の変化で開けにくくなる場合があります。
ˎˎ本機には、カメラの特性に適合するように設計されたソニー製レンズ/アクセサリー
のご使用をおすすめします。ˎ
他社製品と組み合わせて使用した際の性能や、それによって生じた事故や故障につき
ましては保証いたしかねますので、あらかじめご了承ください。

本機にサンオイルなどが付着したときは、必ずぬるま湯でよく洗い流してくださ
い。付着したまま放置していると、本機表面の変色やダメージ（表面のヒビなど）の
原因となります。

水漏れについて
万一本機内部に水滴などが確認された場合は、ただちにご使用を中止してください。
ˎˎカメラがぬれた場合は、ソニーの相談窓口にご相談ください。修理費用はお客様のご
負担となります。
ˎˎ万一本機の不具合により水漏れ事故を起こした場合、内部機材（カメラ、バッテリーな
ど）の損害、記録内容、および撮影に要した諸費用などの補償はご容赦ください。

同梱物について（）
	アンダーウォーターハウジング（1）
	リアアタッチメントA（DSC-RX100用）（1）
	リアアタッチメントB（DSC-RX100M2/M3/M4/M5用）（1）
	レンズリングアダプタA（DSC-RX100/M2用、グレー）（1）
	レンズリングアダプタB（DSC-RX100M3/M4/M5用、ブラック）（1）
	フロントアタッチメント（1）（本機に装着済）
	拡散板（1）（リーシュコード装着済）
	外付けフラッシュ用アダプタ（1）（リーシュコード装着済）
	ハンドストラップ（1）（-a）
	レンズフロントキャップ（1）
	印刷物一式
	シリコーングリス（1）

各部の名前（）
	シャッターレバー
	ズームレバー
	フロントガラス
	フロントケース
	レンズリング回転ダイヤル
	三脚用ネジ穴
	アクセサリーシュー
	ON/OFF（電源）ボタン
	リアケース
	モードダイヤル
	バックル
	バックルロックつまみ
	ハンドストラップ取り付け部
	操作ボタン
	MOVIE（動画）ボタン
	モードラバー
	Oリング（オーリング）
	防滴パッキン
	スペーサー（ご使用になるときは取り外してください。保管のときに使用します。）
	フィルターネジ

Oリング／防滴パッキンについて（）
Oリングのメンテナンスは非常に重要です。正しく取り扱わないと、水没の原因になり
ます。

Oリングについて
本機はOリングを使用して防水性を保っています。

Oリングをセッティングする
Oリングのセッティングは、砂やほこりのない場所で行ってください。
1	 本機に取り付けてあるOリング（①）を取り外す。
Oリングを取り外すときは、図のようにOリングを軽く押さえつけながら、矢印の方
向にずらしてください。Oリングにたるみができますので、簡単に取り外すことが
できます。
Oリングを取り扱う際は、爪によってOリングを傷つけないようご注意ください。

2	 Oリングを点検する。
ˎˎ Oリングにゴミ、砂粒、毛髪、ほこ
り、塩、糸くずなどが付着してい
ないかを充分確認して、ある場合
は柔らかい布で必ず取り除いて
ください。 ▲ゴミ ▲砂粒 ▲毛髪

ˎˎ目に見えないゴミなどが付着していることもあるので、指先で触って点検してく
ださい。
ˎˎ Oリングを拭き取る際、布の繊維が残らないように気をつけてください。
ˎˎ Oリングにヒビ割れ、ゆがみ、つぶ
れ、ささくれ、キズ、砂かみなどが
ないか確認し、ある場合は必ず交
換してください。

▲ヒビ割れ ▲つぶれ ▲キズ

3	 リアケース側のOリングの溝を点検する。
砂粒や乾いて固まった塩が入りこんでいる場合があるので、丁寧に取り除いてくだ
さい。

4	 フロントケース側のOリング接触面も同様に点検する。
5	 Oリングに付属のシリコーングリスを塗る。

ˎˎ図のようにOリングに米粒大のシリコーングリスを、指の腹で全体に薄く均一に
塗ってください。
ˎˎ Oリングの表面には、いつも薄くシリコーングリスがついているようにしてくだ
さい。シリコーングリスはOリングを保護し、摩耗を防ぎます。

シリコーングリスについて
シリコーングリスは必ず付属のシリコーングリスをお使いください。
付属のシリコーングリス以外をご使用になるとOリングをいため、水漏れします。
ご使用後は、手を石鹸と水で洗ってください。
応急処置
目に入った場合 こすらずに多量の水で洗眼し直ちに医師の診察を受けてください。
顔などに付着した場合 付着した箇所を石鹸と水で洗ってください。炎症などの症
状が出た場合は、医師の診察を受けてください。
飲み込んだ場合 すぐに口の中を洗い、直ちに医師の診察を受けてください。

6	 Oリング（①）を溝にセットする。
以下の点に注意して、Oリングを溝に均等に入れてください。
‒‒ Oリングにゴミなどが付着していないか
‒‒ Oリングのねじれ、はみ出しがないか
‒‒ Oリングを無理に引っ張らない

最終チェック
Oリングにゴミなどの付着、キズ、ねじれ等の不具合がないか、もう一度確認してくださ
い。

Oリングの外れやはさみ込み、ゴミの付着などがあると、水中で水漏れが起きます。
必ず確認したあとに、ご使用ください。

水漏れの確認方法
ご使用のカメラを収納する前に、本機を閉じて水中に沈め、水漏れがないことを必ず確
認してください。

防滴パッキンについて（-a）

防滴パッキン（①）は、本体から外したり、シリコーングリスを塗らないでください。

防滴パッキンの浮き、はさみ込みは水漏れの原因となります。
万一、防滴パッキンがはずれた場合は、ねじれないように注意して取り付けてくださ
い。

Oリングと防滴パッキンの耐用年数
本機の使用頻度や保存状態によって変わりますが、1年程度です。
傷・ヒビが見つかったら交換してください。
交換後に、水漏れしないことを確認してください。

お手入れのしかた
ˎˎ海でのご使用後は、必ず、バックルを外す前に真水（水道水など）で洗い、塩分や砂をお
としてから、乾いた柔らかい布で水分を拭き取ってください。カメラを取り出しバッ
クルを閉めた状態で、30分程度、真水に浸しておくことをおすすめします。塩分が
ついたままにしておくと、金属部分が傷ついたり、さびたりして、水漏れの原因になる
ことがあります。
ˎˎ本機内部は、乾いた柔らかい布で拭き、水洗いはしないでください。

上記のお手入れは本機をご使用のたびに必ず行ってください。ˎ
シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷めますので、使わないでくだ
さい。

保管するときは
ˎˎ Oリングの劣化を防ぐため、お買い上げ時に付いていたスペーサーを取り付けてくだ
さい。（）
ˎˎ Oリングにほこりがつかないようにしてください。
ˎˎ Oリングにシリコーングリスを薄く塗って溝に入れ、風通しのよい涼しいところに保
管してください。バックルは締めないでください。
ˎˎ高温、寒冷、多湿な場所や、ナフタリン、しょうのうなどを入れている場所での保管は、
機材を傷めますので避けてください。

準備
リアアタッチメントを本機に取り付ける（-a、b）

ˎˎリアアタッチメントは2種類付属しています。お使いのカメラに対応したリアア
タッチメントを取り付けてください。対応していないリアアタッチメントを取り
付けると、カメラの故障や水漏れの原因になります。
ˎˎリアアタッチメントを取り付ける際は、無理な力を加えないでください。
ˎˎアタッチメントを外して保管する場合は、変形させた状態で保管しないでください。

Oリングと防滴パッキンを準備する
1	 本機に取り付けてあるOリングを取り外す。
2	 Oリングにシリコーングリスを塗る。
3	 Oリングを取り付ける。
4	 防滴パッキンに砂やゴミが付着していないかを確認する。

カメラを本機に取り付ける

ˎˎカメラの取り付けは、湿気の少ない室内などで行ってください。高温多湿な場所
での本機の開閉はくもりの原因となります。
ˎˎレンズリングアダプタは2種類付属しています。お使いのカメラに対応したレン
ズリングアダプタを取り付けてください。対応していないレンズリングアダプタ
を取り付けると、カメラの故障や水漏れの原因になります。
ˎˎお使いのカメラの取扱説明書も合わせてご覧ください。

カメラを準備する（）
1	 カメラのストラップを外す。
2	 バッテリーとメモリーカードを入れる。
充分に充電してあるバッテリーを入れてください。
充分に空き容量のあるメモリーカードを入れてください。

3	 お使いのカメラに対応したレンズリングアダプタを取り付ける。
DSC-RX100/RX100M2：レンズリングアダプタA（DSC-RX100/M2用、グレー）
それ以外：レンズリングアダプタB（DSC-RX100M3/M4/M5用、ブラック）

4	 ON/OFF（電源）ボタンを押して、電源を入れる。
5	 撮影モードを選択する。
6	 MENUで「AF補助光」を[切]にする。
AF補助光は使用できません。

7	 レンズや液晶画面が汚れていないことを確認する。
8	 フラッシュをポップアップさせる。
撮影モードによっては、フラッシュは常に強制発光となります。

9	 ON/OFF（電源）ボタンを押して、カメラの電源を切る。
電源が入っていると、カメラのレンズを傷つけることがあります。

カメラを本機に取り付ける（）
カメラに、以下のいずれかのアタッチメントグリップ（別売）を装着している場合
は、フロントアタッチメントを外してご使用ください。（-b）
ˎˎ AG-R1
ˎˎ AG-R2

1	 カメラを本機に取り付ける。
2	 リアケースを閉じて、バックルを留める。

ご注意
本機のリアケースを閉じるときに、ハンドストラップやリーシュコード、毛髪など
のはさみ込みにご注意ください。はさみ込むと水漏れの原因となることがありま
す。

3	 本機を数回操作して、カメラの機能が正常に作動するか確認する。

拡散板／外付けフラッシュ用アダプタを取り付ける（）

拡散板と外付けフラッシュ用アダプタを同時に使用することはできません。

• 拡散板を取り付ける（-a）
• 外付けフラッシュ用アダプタを取り付ける（-b）
• 拡散板/外付けフラッシュ用アダプタを取り外す（-c）

フィルターネジについて
ˎˎフィルター径67mmに対応したアクセサリーを取り付けることができます。
ˎˎ取り付けるアクセサリーによっては、撮影画像の一部が暗くなったり、ゆがみが発生
したりする場合があります。
ˎˎ DSC-RX100、DSC-RX100M2では、コンバージョンレンズ、マクロレンズなどはご使
用いただけません。

本機を使う
実際に水中で撮影する前に、水深1ｍくらいのところで、カメラが正常に作動する
か、また本機に水漏れがないかを確認してから、潜水を開始してください。
カメラの機能については、お使いのカメラの取扱説明書をご覧ください。

撮影する（）
1	 ON/OFF(電源)ボタン（①）を押して、電源を入れる。
2	 シャッターレバー（②）を押し、撮影する。
ˎˎズームレバー（③）でズーム操作ができます。
ˎˎレンズリング回転ダイヤル（④）でズーム操作をしたり、ピントを好みの位置に合わせ
たりすることができます。

機能を使う／設定する
本機ではカメラのコントロールホイールは操作できませんが、カメラのメニューを使
用して設定を変更することができます。

カメラによっては、使用できない機能があります。

モードを選択する
本機のモードダイヤルで撮影モードを選択することができます。
動画撮影時は音声を正常に記録することはできません。

撮影時のご注意
ˎˎ撮影一時停止状態が一定時間続くと自動的に電源が切れます。これはバッテリーの
消耗を防ぐためです。再度撮影するには、電源を入れ直してください。
ˎˎ本機でフラッシュ撮影を行う場合、フラッシュ到達距離が短くなり全体的に暗くなる
傾向があるため、撮影環境（真っ暗な場所など）によっては撮影距離が大幅に短くなる
ことがあります。その場合は外付けの水中ライトやフラッシュの併用をおすすめし
ます。
ˎˎ水中でフラッシュを発光すると、水中の浮遊物に反射して、多数の丸い光として撮影
されてしまう場合があります。
ˎˎ撮影条件によっては、写り込みが発生する場合があります。そのような場合は撮影条
件を変えてご使用ください。
ˎˎ水中撮影画像の色合いは、水深や天候、水の状態などの要因で変化します。ˎ
カメラ本体の撮影設定［ホワイトバランス］を調整してお使いください。

再生する
本機の操作ボタンを使って、撮影した画像や動画を液晶画面で見ることができます。
このとき音声は聞こえません。

カメラを取り外す

本機を開ける前に、本機を水道水または真水で洗い、柔らかい布で水滴を拭き取っ
てください。本機を開けたときに、体や毛髪、ウエットスーツの袖口などからの水
滴がカメラにかからないようにご注意ください。

1	 電源を切る。
電源が入っていると、カメラのレンズを傷つけることがあります。

2	 本機を開ける。
3	 カメラを取り出す。
長時間ご使用になったときは、カメラが熱くなります。電源を切ってからしばらく
放置したあとに、カメラを取り出してください。ˎ
カメラを取り出すとき、落とさないようにご注意ください。

故障かな？と思ったら
修理にお出しになる前に、もう1度点検してみましょう。
それでも正常に作動しないときは、ソニーの相談窓口にご相談ください。

□ 本機内部に水滴がつく
→ Oリングに傷やヒビが入っている場合には、新しいものと交換する。
→ Oリングの取り付けかたを確認してください。

□ 撮影ができない
→ カメラの温度が上がっていたら、カメラの温度が下がるまで涼しいところに置く。
→ お使いのカメラに対応したアタッチメントを正しく取り付ける。

□ モードが切り換わらない
→ モードラバー表面に汚れやゴミなどが付着していないか確認し、付着している場合
は湿った布などで拭き取ってください。

□ 本機のボタンが重い／引っかかり感がある／戻りが遅い
→ ボタンの内部にはOリングが入っているため、時間をおいてのご使用開始時はこの
ようになることがありますが、故障ではありません。

保証書とアフターサービス
保証書
ˎˎこの製品には保証書が添付されています。お買い上げの際お買い上げ店でお受け取
りください。
ˎˎ所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。
ˎˎ保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この取扱説明書をもう1度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときは
ソニーの相談窓口にご相談ください。
ご相談になるときは次のことをお知らせください。
ˎˎ型名：MPK-URX100A
ˎˎ故障の状態：できるだけ詳しく
ˎˎお買い上げ日

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身
事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示し
ています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読み
になったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

4-688-041-02(1)

アンダーウォーターハウジング
防水外壳

取扱説明書 / 使用说明书

保留备用
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保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証書は国内に限られています
付属している保証書は、国内仕様です。海外で万一、故障、不具合が生じた場合の現地で
のアフターサービスおよびその費用については、ご容赦ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。耐
水圧試験および耐水圧試験に関わる修理には日数がかかります。またご要望により耐
水圧試験をおこなう場合は有料となります。当社では本機の補修用性能部品（製品の機
能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後5年間保有しています。
ただし、故障の状況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合があります
のでご了承ください。

Oリング、防滴パッキン、シリコーングリスについて
ご購入はソニーの相談窓口にご相談ください。
ご購入されるときは、品名、番号をご連絡ください。

防滴パッキン（6408）（番号4-685-277-0 ）
本体Oリング（G120）（6408）（番号4-685-278-0 ）
シリコーングリス（番号7-640-037-68 ）

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますがご了承ください。

“防⽔外壳”在本⼿册中称为“本机”。

主要功能
本防⽔外壳（以下简称“本机”）是为以下型号的相机⽽设计的︰
DSC-RX100、DSC-RX100M2、DSC-RX100M3、DSC-RX100M4、DSC-
RX100M5
耐⽔压性能： 最深可达⽔下 40 ⽶

注意事项
• 如果在潜⽔时使⽤本机，务必要注意周围情况。 潜⽔时如有疏
忽，可能会导致意外。

• ⼀旦发⽣漏⽔，请务必遵守潜⽔安全准则，注意周围情况和⽔⾯状
况。

• 不要让前玻璃受到强烈撞击，以免发⽣开裂。
• 防⽌防⽔外壳受到强烈物理撞击。
强烈的物理撞击可导致相机取景器弹出，由此造成⿊屏。（）

• 请勿将本机掷于⽔中。
• 应避免在以下情况下使⽤本机：

 –⾮常炎热或潮湿的地⽅。
 –温度超过 40 °C 的⽔中。
 –温度低于 0 °C 的环境中。
在这些情况下，可能会发⽣⽔汽凝结或漏⽔，从⽽损坏相机。

• 在⾮常炎热和潮湿的地⽅，不要将本机长时间置于直射的阳光下。 
如果⽆法避免将本机置于直射的阳光下，请务必使⽤⽑⼱或通过其
他保护措施将本机盖住。

• 当相机过热时，可能会⾃动关闭电源或出现录⾳故障。 要想再次
使⽤相机，请将其置于阴凉处⼀段时间，使其冷却下来。

• 携带本机乘坐飞机时，请利⽤随附的垫⽚使其保持打开状态。 如
果⼀直紧闭，客舱压⼒的变化可能会令其难以打开。

• 建议使⽤专为符合本相机特性⽽设计的Sony 镜头/ 附件。
使⽤其他制造商的产品可能使相机⽆法实现其性能或导致事故及相
机故障。

如果有太阳油溅在本机上，请务必⽤温⽔将其彻底清洗⼲净。 如
果太阳油长时间留在本机上，本机的表⾯可能会发⽣褪⾊或损坏
（如表⾯开裂）。

漏⽔

如果发⽣漏⽔，应⽴即将本机与⽔源隔开。
• 如果相机被打湿，请⽴即送往就近的 Sony 经销商处。 维修费⽤
须由客户承担。

• 万⼀因本机发⽣漏⽔⽽造成损坏，Sony 将⽆法保证其中的设备（
相机、电池等）和记录内容不会受损，摄影成果也可能会付诸东
流。

随附物品 ()
 防⽔外壳 (1)
 潜壳内侧固定后盖A（适⽤于 DSC-RX100）(1)
 潜壳内侧固定后盖B（适⽤于 DSC-RX100M2/M3/M4/M5）(1)
 镜头接圈A（适⽤于 DSC-RX100/M2，灰⾊）(1)
 镜头接圈B（适⽤于DSC-RX100M3/M4/M5，⿊⾊）(1)
 壳体附件 (1)（已安装在本机上）
 闪光灯柔光罩 (1)（连有⽪带绳）
 外部闪光灯适配器 (1)（连有⽪带绳）
 腕带 (1) (-a)
 镜头盖 (1)
 成套印刷⽂件
 有机硅润滑脂 (1)

部件识别 ()
 快门拨杆
 变焦杆
 前玻璃
 前护罩
 镜头环转盘
 三脚架插孔
 配件热靴
 ON/OFF（电源）按钮
 后护罩
 模式拨盘
 搭扣
 搭扣锁杆
 腕带钩
 操作按钮
 MOVIE（电影）按钮
 模式拨盘联轴器橡胶
 O 形环
 防滴填料
  垫⽚（使⽤本机时，务必要移除垫⽚。 存放时再将垫

⽚装上。）
 滤光⽚螺纹

O 形环和防滴填料 ()
O 形环的维护⾮常重要。 如果未按照指⽰对 O 形环进⾏维护，可
能会导致漏⽔并造成本机下沉。

O 形环

本机利⽤ O 形环来维持其防⽔性能。

安装 O 形环

安装 O 形环时，应避开多尘或有沙⼦的场所。

1 取下安装在本机上的 O 形环。 ()
要取下 O 形环，请轻压 O 形环并沿图中所⽰的箭头⽅向滑动。 
这样可令 O 形环松动，便于拆卸。 ⼩⼼不要让指甲划伤 O 形环。

2 检查 O 形环。
• 仔细检查 O 形环上有⽆污
垢、沙⼦、⽑发、灰尘、
盐分、线头等等。 如果
有，则务必⽤软布擦拭⼲
净。

 污垢  沙⼦  ⽑发

• ⽤指尖沿 O 形环四周轻轻抹动，检查是否有看不见的污垢。
• 擦拭后，⼩⼼不要在 O 形环上留下任何布料纤维。
• 检查 O 形环有⽆裂纹、
扭曲、变形、细微开裂、
划痕、泥沙嵌⼊等。如果
有，则更换 O 形环。  裂纹  变形  划痕

3 检查后护罩上的 O 形环凹槽。
⼩⼼地清除掉粘附在凹槽中的任何沙粒或盐分。

4 ⽤同样的⽅法检查前护罩上的 O 形环接触⾯。
5 ⽤随附的有机硅润滑脂涂抹 O 形环。

• 将⼀⼩滴有机硅润滑脂⽤指尖薄⽽均匀的涂抹在 O 形环的整个
表⾯上，如图所⽰。

• 确保密封环的表⾯始终只有⼀薄层有机硅润滑脂。 有机硅润滑
脂具有保护密封环及防磨损的作⽤。

有机硅润滑脂

请务必使⽤附带的有机硅润滑脂。 其他类型的润滑脂会损坏密封
环并导致漏⽔。
涂抹完有机硅润滑脂后，⽤肥皂和⽔清洗双⼿。
急救措施
眼睛接触  ⽴即⽤⼤量清⽔冲洗。 如果出现炎症且不见缓解，应
⽴即就医。
⽪肤接触  ⽤肥皂和⽔冲洗⽪肤。 如果出现炎症且不见缓解，应
⽴即就医。
吸⼊  冲洗⼝腔。 ⽴即就医。

6 将 O 形环 () 放⼊本机的凹槽中。
放⼊ O 形环时⽤⼒要均匀，同时注意以下⼏点：
– 检查 O 形环上有⽆污垢。
– 检查 O 形环是否有扭曲或凸起。
– 不要⽤⼒拉 O 形环。

最后检查

再次检查 O 形环有⽆污垢、划痕或扭曲等等。

如果 O 形环出现松动或有夹⼼，或者存在沙⼦或灰尘，可能会导
致漏⽔。
使⽤之前，务必要检查⼀下 O 形环。

如何检查是否漏⽔

安装相机之前，请关闭本机并将其浸于⽔中，确保没有⽔漏⼊。

防滴填料 (-a)

请勿取出防滴填料 () 或为其涂抹有机硅润滑脂。

如果护罩之间的填料出现松动或卡塞，⽔便可能会漏到本机中。
如果防滴填料脱落，应⼩⼼地重新装⼊填料并确保其不会扭结。

O 形环和防滴填料的使⽤期限

O 形环的使⽤期限会因本机的使⽤频率及存储条件⽽异，⼀般⽽⾔
约为⼀年。 如果发现防滴填料出现划痕或裂纹，应更换新的填料。 
更换后，检查有⽆漏⽔。

维护
• 在海⽔中或在海边使⽤完本机后，请⽤搭扣将本机扣紧并⽤淡⽔将
盐分和沙⼦彻底冲洗⼲净，然后⽤⼲的软布擦拭。 建议您⽤搭扣
将本机扣紧并在淡⽔中浸泡约 30 分钟。 如果有盐分残留在本机
上，其⾦属部分可能会被损坏或锈蚀，从⽽导致漏⽔。

• ⽤⼲的软布擦拭本机的内部。 切勿⽤⽔冲洗。

请务必在每次使⽤本机后执⾏上述维护⼯作。 切勿使⽤任何类型的
溶剂（如酒精、汽油或油漆稀释剂）进⾏清洗，否则可能会损坏本
机的表⾯涂层。

存放本机

• 装上本机随附的垫⽚，以防磨损 O 形环。()
• 防⽌ O 形环落上灰尘。
• ⽤有机硅润滑脂轻轻涂抹在 O 形环上并将其插⼊固定⽤的凹槽中，
然后将本机存放在阴凉、通风良好的地⽅。 请勿扣上搭扣。

• 避免将本机存当在较冷、过热或潮湿的场所中，也不要与卫⽣球或
樟脑⼀起存放，以免损坏本机。

准备⼯作

为本机安装潜壳内侧固定后盖 (-a, b)

• 本机随附有两 (2) 种类型的潜壳内侧固定后盖。 请选⽤适合⾃
⼰相机的后⽅附件。 使⽤错误的附件可能会损坏相机，或导致
本机漏⽔。

• 安装潜壳内侧固定后盖时，请勿⽤⼒过⼤。
• 存放时，请将取下的附件保持原状。

准备 O 形环和防滴填料

1 取下安装在本机上的 O 形环。
2 为 O 形环涂上有机硅润滑脂。
3 将 O 形环安装⾄本机。
4 检查防滴填料上有⽆沙⼦或灰尘。

将相机安装⾄本机

• 请在湿度较低的场所（如⼲燥的室内）中将相机安装⾄本机。 
在炎热、潮湿的地⽅打开或关闭本机可能会导致本机内起雾。

• 本机随附有两 (2) 种类型的镜头接圈。 请选⽤适合⾃⼰相机
的镜头接圈。 使⽤错误的镜头接圈可能会损坏相机，或导致本
机漏⽔。

• 另请参阅相机随附的使⽤说明书。

准备相机 ()

1 取下相机上的腕带。
2 插⼊电池和存储卡。

请务必使⽤完全充电的电池。
确保存储卡中有⾜够的空间⽤于记录影像。

3 安装适合⾃⼰相机的镜头接圈。
DSC-RX100/RX100M2：镜头接圈 A（适⽤于 DSC-RX100/M2，灰⾊）
其他型号：镜头接圈 B（适⽤于DSC-RX100M3/M4/M5，⿊⾊）

4 按 ON/OFF（电源）按钮，打开相机电源。
5 选择拍摄模式。
6 利⽤ MENU 将  [AF辅助照明] 设为 [关]。

本机不能使⽤ AF辅助照明。

7 检查镜头和液晶显⽰屏上有⽆污垢。
8 弹出闪光灯。

取决于闪光模式，相机闪光灯有时会⼀直闪光。

9 按 ON/OFF（电源）按钮，关闭相机电源。
如果在开启相机电源的情况下将相机安装⾄本机，可能会损坏相
机镜头。

将相机安装⾄本机 ()

在相机上安装有以下附件夹（未随附）的情况下，请在安装前将
壳体附件从本机上拆下。 (-b)
• AG-R1
• AG-R2

1 将相机安装到本机中。
2 盖上后护罩并扣上搭扣。

注意
盖上后护罩时，不要夹住任何东西，如腕带、⽪带绳或⽑发。 如
果在本机的前后护罩之间夹有上述任何东西，⽔便可能会漏到本
机中。

3 反复操作本机上的按钮和拨盘，确保相机内部功能⼀切
正常。

安装闪光灯柔光罩或外部闪光灯适配器 ()

闪光灯柔光罩和外部闪光灯适配器是⽆法同时安装的。

• 安装闪光灯柔光罩 (-a)

• 安装外部闪光灯适配器 (-b)

• 拆下闪光灯柔光罩或外部闪光灯适配器 (-c)

关于滤光⽚螺纹

• 滤光⽚螺纹可⽤于安装直径 67 mm 的配件。
• 在本机安装有配件的情况下进⾏拍摄时，视配件⽽定，影像可能会
局部较暗或出现失真。

• 有些镜头（如转换镜头和微距镜头）⽆法与 DSC-RX100 和 
DSC-RX100M2 ⼀起使⽤。

使⽤本机

在利⽤安装⾄本机的相机进⾏⽔下拍摄之前，先将它们放⼊深度
约为 1 ⽶的⽔中，确保相机能正常操作且没有⽔漏到本机中，然
后开始潜⽔。 有关相机功能的详细信息，请参阅相机随附的使⽤
说明书。

拍摄 ()

1 按 ON/OFF（电源）按钮 () 打开电源。
2 按快门拨杆 () 拍摄影像。
• 利⽤变焦杆 () 进⾏放⼤/缩⼩。
• 利⽤镜头环转盘 () 进⾏放⼤/缩⼩或调节聚焦。

使⽤/设定功能

使⽤本机时将⽆法操作相机的控制轮，但可以利⽤相机菜单来更改
设定。

取决于相机，有些功能对于本机⽽⾔将不可⽤。

选择模式

利⽤本机上的模式拨盘可以选择拍摄模式。
拍摄电影时，将⽆法正确录制⾳频。

拍摄须知

• 如果有⼀段时间未拍摄任何影像，相机就会⾃动关闭，以防电池电
量耗尽。 要想再次使⽤相机，请重新打开电源。

• 在本机内使⽤相机闪光灯时，有效闪光范围将会缩⼩，影像总体也
显得较暗，因此拍摄距离在某些拍摄条件下（漆⿊⼀⽚等等）可能
会⼤⼤减⼩。 在这种情况下，建议您将外部⽔下照明灯与闪光灯
⼀起使⽤。

• 如果在⽔下使⽤闪光灯，闪光灯发出的光可能会受到⽔中颗粒的反
射，在影像中则显⽰为若⼲光环。

• 取决于拍摄条件，有时会出现反射眩光。 如果出现这种情况，请
调整拍摄条件。

• ⽔下照⽚的⾊彩会因深度、天⽓和⽔的情况⽽异。
请相应地调整⽩平衡模式设定。

播放

利⽤本机上的操作按钮可以在相机的液晶显⽰屏上查看已保存的影
像和电影。 但如果相机位于本机内，则听不到电影的声⾳。

取出相机

在打开本机之前，请⽤⾃来⽔或淡⽔进⾏冲洗，然后⽤软布将⽔
擦净。 打开时，⼩⼼不要让⾝体、头发或潜⽔服袖⼝上的⽔溅到
相机上。

1 按 ON/OFF（电源）按钮，关闭相机电源。
如果在开启相机电源的情况下将相机从本机中取出，可能会损坏
相机镜头。

2 打开本机。
3 将相机从本机中取出。

长时间使⽤相机后，相机会变热。 请让相机在本机内静置⽚刻，
使其充分冷却下来，然后再将相机从本机中取出。 取出时，⼩⼼
不要让相机摔落下来。

故障排除

在将本机送修之前，请进⾏以下检查，看⼀下是否有助于解决您的
问题。 如果毫⽆帮助，请联系 Sony 客户信息服务中⼼。

本机内有⽔滴。

• O 形环上有划痕或裂纹。
→ 更换新的 O 形环。

• O 形环放置不正确。
→ 检查 O 形环的安装⽅法。

拍摄功能⽆法正常⼯作。

• 相机变热。
→ 将相机置于阴凉处⼀段时间，使其冷却下来。

• 安装的附件有误。
→ 为相机正确安装相应的附件。

⽆法切换模式。

• 附件上有污垢或灰尘。
→ ⽤湿布清除附件上的污垢或灰尘。

本机上的操作按钮难以按下、略有卡顿或回弹缓慢。

• 每个按钮内都有⼀个 O 形环。
→  如果在间隔较长时间之后再使⽤本机，O 形环可能会带来上述

不便，但这并不表⽰故障。

存放本机时，应避开任何温度过⾼/过低、湿度较⼤或有阳光直射的
位置。

设计或规格如有变动，恕不另⾏通知。

“防⽔外壳”在本⼿册中称为“本机”。

主要功能
本防⽔外壳（以下简称“本机”）是为以下型号的相机⽽设计的︰
DSC-RX100、DSC-RX100M2、DSC-RX100M3、DSC-RX100M4、DSC-
RX100M5
耐⽔压性能： 最深可达⽔下 40 ⽶

注意事项
• 如果在潜⽔时使⽤本机，务必要注意周围情况。 潜⽔时如有疏
忽，可能会导致意外。

• ⼀旦发⽣漏⽔，请务必遵守潜⽔安全准则，注意周围情况和⽔⾯状
况。

• 不要让前玻璃受到强烈撞击，以免发⽣开裂。
• 防⽌防⽔外壳受到强烈物理撞击。
强烈的物理撞击可导致相机取景器弹出，由此造成⿊屏。（）

• 请勿将本机掷于⽔中。
• 应避免在以下情况下使⽤本机：

 –⾮常炎热或潮湿的地⽅。
 –温度超过 40 °C 的⽔中。
 –温度低于 0 °C 的环境中。
在这些情况下，可能会发⽣⽔汽凝结或漏⽔，从⽽损坏相机。

• 在⾮常炎热和潮湿的地⽅，不要将本机长时间置于直射的阳光下。 
如果⽆法避免将本机置于直射的阳光下，请务必使⽤⽑⼱或通过其
他保护措施将本机盖住。

• 当相机过热时，可能会⾃动关闭电源或出现录⾳故障。 要想再次
使⽤相机，请将其置于阴凉处⼀段时间，使其冷却下来。

• 携带本机乘坐飞机时，请利⽤随附的垫⽚使其保持打开状态。 如
果⼀直紧闭，客舱压⼒的变化可能会令其难以打开。

• 建议使⽤专为符合本相机特性⽽设计的Sony 镜头/ 附件。
使⽤其他制造商的产品可能使相机⽆法实现其性能或导致事故及相
机故障。

如果有太阳油溅在本机上，请务必⽤温⽔将其彻底清洗⼲净。 如
果太阳油长时间留在本机上，本机的表⾯可能会发⽣褪⾊或损坏
（如表⾯开裂）。

漏⽔

如果发⽣漏⽔，应⽴即将本机与⽔源隔开。
• 如果相机被打湿，请⽴即送往就近的 Sony 经销商处。 维修费⽤
须由客户承担。

• 万⼀因本机发⽣漏⽔⽽造成损坏，Sony 将⽆法保证其中的设备（
相机、电池等）和记录内容不会受损，摄影成果也可能会付诸东
流。

随附物品 ()
 防⽔外壳 (1)
 潜壳内侧固定后盖A（适⽤于 DSC-RX100）(1)
 潜壳内侧固定后盖B（适⽤于 DSC-RX100M2/M3/M4/M5）(1)
 镜头接圈A（适⽤于 DSC-RX100/M2，灰⾊）(1)
 镜头接圈B（适⽤于DSC-RX100M3/M4/M5，⿊⾊）(1)
 壳体附件 (1)（已安装在本机上）
 闪光灯柔光罩 (1)（连有⽪带绳）
 外部闪光灯适配器 (1)（连有⽪带绳）
 腕带 (1) (-a)
 镜头盖 (1)
 成套印刷⽂件
 有机硅润滑脂 (1)

部件识别 ()
 快门拨杆
 变焦杆
 前玻璃
 前护罩
 镜头环转盘
 三脚架插孔
 配件热靴
 ON/OFF（电源）按钮
 后护罩
 模式拨盘
 搭扣
 搭扣锁杆
 腕带钩
 操作按钮
 MOVIE（电影）按钮
 模式拨盘联轴器橡胶
 O 形环
 防滴填料
  垫⽚（使⽤本机时，务必要移除垫⽚。 存放时再将垫

⽚装上。）
 滤光⽚螺纹

O 形环和防滴填料 ()
O 形环的维护⾮常重要。 如果未按照指⽰对 O 形环进⾏维护，可
能会导致漏⽔并造成本机下沉。

O 形环

本机利⽤ O 形环来维持其防⽔性能。

安装 O 形环

安装 O 形环时，应避开多尘或有沙⼦的场所。

1 取下安装在本机上的 O 形环。 ()
要取下 O 形环，请轻压 O 形环并沿图中所⽰的箭头⽅向滑动。 
这样可令 O 形环松动，便于拆卸。 ⼩⼼不要让指甲划伤 O 形环。

2 检查 O 形环。
• 仔细检查 O 形环上有⽆污
垢、沙⼦、⽑发、灰尘、
盐分、线头等等。 如果
有，则务必⽤软布擦拭⼲
净。

 污垢  沙⼦  ⽑发

• ⽤指尖沿 O 形环四周轻轻抹动，检查是否有看不见的污垢。
• 擦拭后，⼩⼼不要在 O 形环上留下任何布料纤维。
• 检查 O 形环有⽆裂纹、
扭曲、变形、细微开裂、
划痕、泥沙嵌⼊等。如果
有，则更换 O 形环。  裂纹  变形  划痕

3 检查后护罩上的 O 形环凹槽。
⼩⼼地清除掉粘附在凹槽中的任何沙粒或盐分。

4 ⽤同样的⽅法检查前护罩上的 O 形环接触⾯。
5 ⽤随附的有机硅润滑脂涂抹 O 形环。

• 将⼀⼩滴有机硅润滑脂⽤指尖薄⽽均匀的涂抹在 O 形环的整个
表⾯上，如图所⽰。

• 确保密封环的表⾯始终只有⼀薄层有机硅润滑脂。 有机硅润滑
脂具有保护密封环及防磨损的作⽤。

有机硅润滑脂

请务必使⽤附带的有机硅润滑脂。 其他类型的润滑脂会损坏密封
环并导致漏⽔。
涂抹完有机硅润滑脂后，⽤肥皂和⽔清洗双⼿。
急救措施
眼睛接触  ⽴即⽤⼤量清⽔冲洗。 如果出现炎症且不见缓解，应
⽴即就医。
⽪肤接触  ⽤肥皂和⽔冲洗⽪肤。 如果出现炎症且不见缓解，应
⽴即就医。
吸⼊  冲洗⼝腔。 ⽴即就医。

6 将 O 形环 () 放⼊本机的凹槽中。
放⼊ O 形环时⽤⼒要均匀，同时注意以下⼏点：
– 检查 O 形环上有⽆污垢。
– 检查 O 形环是否有扭曲或凸起。
– 不要⽤⼒拉 O 形环。

最后检查

再次检查 O 形环有⽆污垢、划痕或扭曲等等。

如果 O 形环出现松动或有夹⼼，或者存在沙⼦或灰尘，可能会导
致漏⽔。
使⽤之前，务必要检查⼀下 O 形环。

如何检查是否漏⽔

安装相机之前，请关闭本机并将其浸于⽔中，确保没有⽔漏⼊。

防滴填料 (-a)

请勿取出防滴填料 () 或为其涂抹有机硅润滑脂。

如果护罩之间的填料出现松动或卡塞，⽔便可能会漏到本机中。
如果防滴填料脱落，应⼩⼼地重新装⼊填料并确保其不会扭结。

O 形环和防滴填料的使⽤期限

O 形环的使⽤期限会因本机的使⽤频率及存储条件⽽异，⼀般⽽⾔
约为⼀年。 如果发现防滴填料出现划痕或裂纹，应更换新的填料。 
更换后，检查有⽆漏⽔。

维护
• 在海⽔中或在海边使⽤完本机后，请⽤搭扣将本机扣紧并⽤淡⽔将
盐分和沙⼦彻底冲洗⼲净，然后⽤⼲的软布擦拭。 建议您⽤搭扣
将本机扣紧并在淡⽔中浸泡约 30 分钟。 如果有盐分残留在本机
上，其⾦属部分可能会被损坏或锈蚀，从⽽导致漏⽔。

• ⽤⼲的软布擦拭本机的内部。 切勿⽤⽔冲洗。

请务必在每次使⽤本机后执⾏上述维护⼯作。 切勿使⽤任何类型的
溶剂（如酒精、汽油或油漆稀释剂）进⾏清洗，否则可能会损坏本
机的表⾯涂层。

存放本机

• 装上本机随附的垫⽚，以防磨损 O 形环。()
• 防⽌ O 形环落上灰尘。
• ⽤有机硅润滑脂轻轻涂抹在 O 形环上并将其插⼊固定⽤的凹槽中，
然后将本机存放在阴凉、通风良好的地⽅。 请勿扣上搭扣。

• 避免将本机存当在较冷、过热或潮湿的场所中，也不要与卫⽣球或
樟脑⼀起存放，以免损坏本机。

准备⼯作

为本机安装潜壳内侧固定后盖 (-a, b)

• 本机随附有两 (2) 种类型的潜壳内侧固定后盖。 请选⽤适合⾃
⼰相机的后⽅附件。 使⽤错误的附件可能会损坏相机，或导致
本机漏⽔。

• 安装潜壳内侧固定后盖时，请勿⽤⼒过⼤。
• 存放时，请将取下的附件保持原状。

准备 O 形环和防滴填料

1 取下安装在本机上的 O 形环。
2 为 O 形环涂上有机硅润滑脂。
3 将 O 形环安装⾄本机。
4 检查防滴填料上有⽆沙⼦或灰尘。

将相机安装⾄本机

• 请在湿度较低的场所（如⼲燥的室内）中将相机安装⾄本机。 
在炎热、潮湿的地⽅打开或关闭本机可能会导致本机内起雾。

• 本机随附有两 (2) 种类型的镜头接圈。 请选⽤适合⾃⼰相机
的镜头接圈。 使⽤错误的镜头接圈可能会损坏相机，或导致本
机漏⽔。

• 另请参阅相机随附的使⽤说明书。

准备相机 ()

1 取下相机上的腕带。
2 插⼊电池和存储卡。

请务必使⽤完全充电的电池。
确保存储卡中有⾜够的空间⽤于记录影像。

3 安装适合⾃⼰相机的镜头接圈。
DSC-RX100/RX100M2：镜头接圈 A（适⽤于 DSC-RX100/M2，灰⾊）
其他型号：镜头接圈 B（适⽤于DSC-RX100M3/M4/M5，⿊⾊）

4 按 ON/OFF（电源）按钮，打开相机电源。
5 选择拍摄模式。
6 利⽤ MENU 将  [AF辅助照明] 设为 [关]。

本机不能使⽤ AF辅助照明。

7 检查镜头和液晶显⽰屏上有⽆污垢。
8 弹出闪光灯。

取决于闪光模式，相机闪光灯有时会⼀直闪光。

9 按 ON/OFF（电源）按钮，关闭相机电源。
如果在开启相机电源的情况下将相机安装⾄本机，可能会损坏相
机镜头。

将相机安装⾄本机 ()

在相机上安装有以下附件夹（未随附）的情况下，请在安装前将
壳体附件从本机上拆下。 (-b)
• AG-R1
• AG-R2

1 将相机安装到本机中。
2 盖上后护罩并扣上搭扣。

注意
盖上后护罩时，不要夹住任何东西，如腕带、⽪带绳或⽑发。 如
果在本机的前后护罩之间夹有上述任何东西，⽔便可能会漏到本
机中。

3 反复操作本机上的按钮和拨盘，确保相机内部功能⼀切
正常。

安装闪光灯柔光罩或外部闪光灯适配器 ()

闪光灯柔光罩和外部闪光灯适配器是⽆法同时安装的。

• 安装闪光灯柔光罩 (-a)

• 安装外部闪光灯适配器 (-b)

• 拆下闪光灯柔光罩或外部闪光灯适配器 (-c)

关于滤光⽚螺纹

• 滤光⽚螺纹可⽤于安装直径 67 mm 的配件。
• 在本机安装有配件的情况下进⾏拍摄时，视配件⽽定，影像可能会
局部较暗或出现失真。

• 有些镜头（如转换镜头和微距镜头）⽆法与 DSC-RX100 和 
DSC-RX100M2 ⼀起使⽤。

使⽤本机

在利⽤安装⾄本机的相机进⾏⽔下拍摄之前，先将它们放⼊深度
约为 1 ⽶的⽔中，确保相机能正常操作且没有⽔漏到本机中，然
后开始潜⽔。 有关相机功能的详细信息，请参阅相机随附的使⽤
说明书。

拍摄 ()

1 按 ON/OFF（电源）按钮 () 打开电源。
2 按快门拨杆 () 拍摄影像。
• 利⽤变焦杆 () 进⾏放⼤/缩⼩。
• 利⽤镜头环转盘 () 进⾏放⼤/缩⼩或调节聚焦。

使⽤/设定功能

使⽤本机时将⽆法操作相机的控制轮，但可以利⽤相机菜单来更改
设定。

取决于相机，有些功能对于本机⽽⾔将不可⽤。

选择模式

利⽤本机上的模式拨盘可以选择拍摄模式。
拍摄电影时，将⽆法正确录制⾳频。

拍摄须知

• 如果有⼀段时间未拍摄任何影像，相机就会⾃动关闭，以防电池电
量耗尽。 要想再次使⽤相机，请重新打开电源。

• 在本机内使⽤相机闪光灯时，有效闪光范围将会缩⼩，影像总体也
显得较暗，因此拍摄距离在某些拍摄条件下（漆⿊⼀⽚等等）可能
会⼤⼤减⼩。 在这种情况下，建议您将外部⽔下照明灯与闪光灯
⼀起使⽤。

• 如果在⽔下使⽤闪光灯，闪光灯发出的光可能会受到⽔中颗粒的反
射，在影像中则显⽰为若⼲光环。

• 取决于拍摄条件，有时会出现反射眩光。 如果出现这种情况，请
调整拍摄条件。

• ⽔下照⽚的⾊彩会因深度、天⽓和⽔的情况⽽异。
请相应地调整⽩平衡模式设定。

播放

利⽤本机上的操作按钮可以在相机的液晶显⽰屏上查看已保存的影
像和电影。 但如果相机位于本机内，则听不到电影的声⾳。

取出相机

在打开本机之前，请⽤⾃来⽔或淡⽔进⾏冲洗，然后⽤软布将⽔
擦净。 打开时，⼩⼼不要让⾝体、头发或潜⽔服袖⼝上的⽔溅到
相机上。

1 按 ON/OFF（电源）按钮，关闭相机电源。
如果在开启相机电源的情况下将相机从本机中取出，可能会损坏
相机镜头。

2 打开本机。
3 将相机从本机中取出。

长时间使⽤相机后，相机会变热。 请让相机在本机内静置⽚刻，
使其充分冷却下来，然后再将相机从本机中取出。 取出时，⼩⼼
不要让相机摔落下来。

故障排除

在将本机送修之前，请进⾏以下检查，看⼀下是否有助于解决您的
问题。 如果毫⽆帮助，请联系 Sony 客户信息服务中⼼。

本机内有⽔滴。

• O 形环上有划痕或裂纹。
→ 更换新的 O 形环。

• O 形环放置不正确。
→ 检查 O 形环的安装⽅法。

拍摄功能⽆法正常⼯作。

• 相机变热。
→ 将相机置于阴凉处⼀段时间，使其冷却下来。

• 安装的附件有误。
→ 为相机正确安装相应的附件。

⽆法切换模式。

• 附件上有污垢或灰尘。
→ ⽤湿布清除附件上的污垢或灰尘。

本机上的操作按钮难以按下、略有卡顿或回弹缓慢。

• 每个按钮内都有⼀个 O 形环。
→  如果在间隔较长时间之后再使⽤本机，O 形环可能会带来上述

不便，但这并不表⽰故障。

存放本机时，应避开任何温度过⾼/过低、湿度较⼤或有阳光直射的
位置。

设计或规格如有变动，恕不另⾏通知。

“防⽔外壳”在本⼿册中称为“本机”。

主要功能
本防⽔外壳（以下简称“本机”）是为以下型号的相机⽽设计的︰
DSC-RX100、DSC-RX100M2、DSC-RX100M3、DSC-RX100M4、DSC-
RX100M5
耐⽔压性能： 最深可达⽔下 40 ⽶

注意事项
• 如果在潜⽔时使⽤本机，务必要注意周围情况。 潜⽔时如有疏
忽，可能会导致意外。

• ⼀旦发⽣漏⽔，请务必遵守潜⽔安全准则，注意周围情况和⽔⾯状
况。

• 不要让前玻璃受到强烈撞击，以免发⽣开裂。
• 防⽌防⽔外壳受到强烈物理撞击。
强烈的物理撞击可导致相机取景器弹出，由此造成⿊屏。（）

• 请勿将本机掷于⽔中。
• 应避免在以下情况下使⽤本机：

 –⾮常炎热或潮湿的地⽅。
 –温度超过 40 °C 的⽔中。
 –温度低于 0 °C 的环境中。
在这些情况下，可能会发⽣⽔汽凝结或漏⽔，从⽽损坏相机。

• 在⾮常炎热和潮湿的地⽅，不要将本机长时间置于直射的阳光下。 
如果⽆法避免将本机置于直射的阳光下，请务必使⽤⽑⼱或通过其
他保护措施将本机盖住。

• 当相机过热时，可能会⾃动关闭电源或出现录⾳故障。 要想再次
使⽤相机，请将其置于阴凉处⼀段时间，使其冷却下来。

• 携带本机乘坐飞机时，请利⽤随附的垫⽚使其保持打开状态。 如
果⼀直紧闭，客舱压⼒的变化可能会令其难以打开。

• 建议使⽤专为符合本相机特性⽽设计的Sony 镜头/ 附件。
使⽤其他制造商的产品可能使相机⽆法实现其性能或导致事故及相
机故障。

如果有太阳油溅在本机上，请务必⽤温⽔将其彻底清洗⼲净。 如
果太阳油长时间留在本机上，本机的表⾯可能会发⽣褪⾊或损坏
（如表⾯开裂）。

漏⽔

如果发⽣漏⽔，应⽴即将本机与⽔源隔开。
• 如果相机被打湿，请⽴即送往就近的 Sony 经销商处。 维修费⽤
须由客户承担。

• 万⼀因本机发⽣漏⽔⽽造成损坏，Sony 将⽆法保证其中的设备（
相机、电池等）和记录内容不会受损，摄影成果也可能会付诸东
流。

随附物品 ()
 防⽔外壳 (1)
 潜壳内侧固定后盖A（适⽤于 DSC-RX100）(1)
 潜壳内侧固定后盖B（适⽤于 DSC-RX100M2/M3/M4/M5）(1)
 镜头接圈A（适⽤于 DSC-RX100/M2，灰⾊）(1)
 镜头接圈B（适⽤于DSC-RX100M3/M4/M5，⿊⾊）(1)
 壳体附件 (1)（已安装在本机上）
 闪光灯柔光罩 (1)（连有⽪带绳）
 外部闪光灯适配器 (1)（连有⽪带绳）
 腕带 (1) (-a)
 镜头盖 (1)
 成套印刷⽂件
 有机硅润滑脂 (1)

部件识别 ()
 快门拨杆
 变焦杆
 前玻璃
 前护罩
 镜头环转盘
 三脚架插孔
 配件热靴
 ON/OFF（电源）按钮
 后护罩
 模式拨盘
 搭扣
 搭扣锁杆
 腕带钩
 操作按钮
 MOVIE（电影）按钮
 模式拨盘联轴器橡胶
 O 形环
 防滴填料
  垫⽚（使⽤本机时，务必要移除垫⽚。 存放时再将垫

⽚装上。）
 滤光⽚螺纹

O 形环和防滴填料 ()
O 形环的维护⾮常重要。 如果未按照指⽰对 O 形环进⾏维护，可
能会导致漏⽔并造成本机下沉。

O 形环

本机利⽤ O 形环来维持其防⽔性能。

安装 O 形环

安装 O 形环时，应避开多尘或有沙⼦的场所。

1 取下安装在本机上的 O 形环。 ()
要取下 O 形环，请轻压 O 形环并沿图中所⽰的箭头⽅向滑动。 
这样可令 O 形环松动，便于拆卸。 ⼩⼼不要让指甲划伤 O 形环。

2 检查 O 形环。
• 仔细检查 O 形环上有⽆污
垢、沙⼦、⽑发、灰尘、
盐分、线头等等。 如果
有，则务必⽤软布擦拭⼲
净。

 污垢  沙⼦  ⽑发

• ⽤指尖沿 O 形环四周轻轻抹动，检查是否有看不见的污垢。
• 擦拭后，⼩⼼不要在 O 形环上留下任何布料纤维。
• 检查 O 形环有⽆裂纹、
扭曲、变形、细微开裂、
划痕、泥沙嵌⼊等。如果
有，则更换 O 形环。  裂纹  变形  划痕

3 检查后护罩上的 O 形环凹槽。
⼩⼼地清除掉粘附在凹槽中的任何沙粒或盐分。

4 ⽤同样的⽅法检查前护罩上的 O 形环接触⾯。
5 ⽤随附的有机硅润滑脂涂抹 O 形环。

• 将⼀⼩滴有机硅润滑脂⽤指尖薄⽽均匀的涂抹在 O 形环的整个
表⾯上，如图所⽰。

• 确保密封环的表⾯始终只有⼀薄层有机硅润滑脂。 有机硅润滑
脂具有保护密封环及防磨损的作⽤。

有机硅润滑脂

请务必使⽤附带的有机硅润滑脂。 其他类型的润滑脂会损坏密封
环并导致漏⽔。
涂抹完有机硅润滑脂后，⽤肥皂和⽔清洗双⼿。
急救措施
眼睛接触  ⽴即⽤⼤量清⽔冲洗。 如果出现炎症且不见缓解，应
⽴即就医。
⽪肤接触  ⽤肥皂和⽔冲洗⽪肤。 如果出现炎症且不见缓解，应
⽴即就医。
吸⼊  冲洗⼝腔。 ⽴即就医。

6 将 O 形环 () 放⼊本机的凹槽中。
放⼊ O 形环时⽤⼒要均匀，同时注意以下⼏点：
– 检查 O 形环上有⽆污垢。
– 检查 O 形环是否有扭曲或凸起。
– 不要⽤⼒拉 O 形环。

最后检查

再次检查 O 形环有⽆污垢、划痕或扭曲等等。

如果 O 形环出现松动或有夹⼼，或者存在沙⼦或灰尘，可能会导
致漏⽔。
使⽤之前，务必要检查⼀下 O 形环。

如何检查是否漏⽔

安装相机之前，请关闭本机并将其浸于⽔中，确保没有⽔漏⼊。

防滴填料 (-a)

请勿取出防滴填料 () 或为其涂抹有机硅润滑脂。

如果护罩之间的填料出现松动或卡塞，⽔便可能会漏到本机中。
如果防滴填料脱落，应⼩⼼地重新装⼊填料并确保其不会扭结。

O 形环和防滴填料的使⽤期限

O 形环的使⽤期限会因本机的使⽤频率及存储条件⽽异，⼀般⽽⾔
约为⼀年。 如果发现防滴填料出现划痕或裂纹，应更换新的填料。 
更换后，检查有⽆漏⽔。

维护
• 在海⽔中或在海边使⽤完本机后，请⽤搭扣将本机扣紧并⽤淡⽔将
盐分和沙⼦彻底冲洗⼲净，然后⽤⼲的软布擦拭。 建议您⽤搭扣
将本机扣紧并在淡⽔中浸泡约 30 分钟。 如果有盐分残留在本机
上，其⾦属部分可能会被损坏或锈蚀，从⽽导致漏⽔。

• ⽤⼲的软布擦拭本机的内部。 切勿⽤⽔冲洗。

请务必在每次使⽤本机后执⾏上述维护⼯作。 切勿使⽤任何类型的
溶剂（如酒精、汽油或油漆稀释剂）进⾏清洗，否则可能会损坏本
机的表⾯涂层。

存放本机

• 装上本机随附的垫⽚，以防磨损 O 形环。()
• 防⽌ O 形环落上灰尘。
• ⽤有机硅润滑脂轻轻涂抹在 O 形环上并将其插⼊固定⽤的凹槽中，
然后将本机存放在阴凉、通风良好的地⽅。 请勿扣上搭扣。

• 避免将本机存当在较冷、过热或潮湿的场所中，也不要与卫⽣球或
樟脑⼀起存放，以免损坏本机。

准备⼯作

为本机安装潜壳内侧固定后盖 (-a, b)

• 本机随附有两 (2) 种类型的潜壳内侧固定后盖。 请选⽤适合⾃
⼰相机的后⽅附件。 使⽤错误的附件可能会损坏相机，或导致
本机漏⽔。

• 安装潜壳内侧固定后盖时，请勿⽤⼒过⼤。
• 存放时，请将取下的附件保持原状。

准备 O 形环和防滴填料

1 取下安装在本机上的 O 形环。
2 为 O 形环涂上有机硅润滑脂。
3 将 O 形环安装⾄本机。
4 检查防滴填料上有⽆沙⼦或灰尘。

将相机安装⾄本机

• 请在湿度较低的场所（如⼲燥的室内）中将相机安装⾄本机。 
在炎热、潮湿的地⽅打开或关闭本机可能会导致本机内起雾。

• 本机随附有两 (2) 种类型的镜头接圈。 请选⽤适合⾃⼰相机
的镜头接圈。 使⽤错误的镜头接圈可能会损坏相机，或导致本
机漏⽔。

• 另请参阅相机随附的使⽤说明书。

准备相机 ()

1 取下相机上的腕带。
2 插⼊电池和存储卡。

请务必使⽤完全充电的电池。
确保存储卡中有⾜够的空间⽤于记录影像。

3 安装适合⾃⼰相机的镜头接圈。
DSC-RX100/RX100M2：镜头接圈 A（适⽤于 DSC-RX100/M2，灰⾊）
其他型号：镜头接圈 B（适⽤于DSC-RX100M3/M4/M5，⿊⾊）

4 按 ON/OFF（电源）按钮，打开相机电源。
5 选择拍摄模式。
6 利⽤ MENU 将  [AF辅助照明] 设为 [关]。

本机不能使⽤ AF辅助照明。

7 检查镜头和液晶显⽰屏上有⽆污垢。
8 弹出闪光灯。

取决于闪光模式，相机闪光灯有时会⼀直闪光。

9 按 ON/OFF（电源）按钮，关闭相机电源。
如果在开启相机电源的情况下将相机安装⾄本机，可能会损坏相
机镜头。

将相机安装⾄本机 ()

在相机上安装有以下附件夹（未随附）的情况下，请在安装前将
壳体附件从本机上拆下。 (-b)
• AG-R1
• AG-R2

1 将相机安装到本机中。
2 盖上后护罩并扣上搭扣。

注意
盖上后护罩时，不要夹住任何东西，如腕带、⽪带绳或⽑发。 如
果在本机的前后护罩之间夹有上述任何东西，⽔便可能会漏到本
机中。

3 反复操作本机上的按钮和拨盘，确保相机内部功能⼀切
正常。

安装闪光灯柔光罩或外部闪光灯适配器 ()

闪光灯柔光罩和外部闪光灯适配器是⽆法同时安装的。

• 安装闪光灯柔光罩 (-a)

• 安装外部闪光灯适配器 (-b)

• 拆下闪光灯柔光罩或外部闪光灯适配器 (-c)

关于滤光⽚螺纹

• 滤光⽚螺纹可⽤于安装直径 67 mm 的配件。
• 在本机安装有配件的情况下进⾏拍摄时，视配件⽽定，影像可能会
局部较暗或出现失真。

• 有些镜头（如转换镜头和微距镜头）⽆法与 DSC-RX100 和 
DSC-RX100M2 ⼀起使⽤。

使⽤本机

在利⽤安装⾄本机的相机进⾏⽔下拍摄之前，先将它们放⼊深度
约为 1 ⽶的⽔中，确保相机能正常操作且没有⽔漏到本机中，然
后开始潜⽔。 有关相机功能的详细信息，请参阅相机随附的使⽤
说明书。

拍摄 ()

1 按 ON/OFF（电源）按钮 () 打开电源。
2 按快门拨杆 () 拍摄影像。
• 利⽤变焦杆 () 进⾏放⼤/缩⼩。
• 利⽤镜头环转盘 () 进⾏放⼤/缩⼩或调节聚焦。

使⽤/设定功能

使⽤本机时将⽆法操作相机的控制轮，但可以利⽤相机菜单来更改
设定。

取决于相机，有些功能对于本机⽽⾔将不可⽤。

选择模式

利⽤本机上的模式拨盘可以选择拍摄模式。
拍摄电影时，将⽆法正确录制⾳频。

拍摄须知

• 如果有⼀段时间未拍摄任何影像，相机就会⾃动关闭，以防电池电
量耗尽。 要想再次使⽤相机，请重新打开电源。

• 在本机内使⽤相机闪光灯时，有效闪光范围将会缩⼩，影像总体也
显得较暗，因此拍摄距离在某些拍摄条件下（漆⿊⼀⽚等等）可能
会⼤⼤减⼩。 在这种情况下，建议您将外部⽔下照明灯与闪光灯
⼀起使⽤。

• 如果在⽔下使⽤闪光灯，闪光灯发出的光可能会受到⽔中颗粒的反
射，在影像中则显⽰为若⼲光环。

• 取决于拍摄条件，有时会出现反射眩光。 如果出现这种情况，请
调整拍摄条件。

• ⽔下照⽚的⾊彩会因深度、天⽓和⽔的情况⽽异。
请相应地调整⽩平衡模式设定。

播放

利⽤本机上的操作按钮可以在相机的液晶显⽰屏上查看已保存的影
像和电影。 但如果相机位于本机内，则听不到电影的声⾳。

取出相机

在打开本机之前，请⽤⾃来⽔或淡⽔进⾏冲洗，然后⽤软布将⽔
擦净。 打开时，⼩⼼不要让⾝体、头发或潜⽔服袖⼝上的⽔溅到
相机上。

1 按 ON/OFF（电源）按钮，关闭相机电源。
如果在开启相机电源的情况下将相机从本机中取出，可能会损坏
相机镜头。

2 打开本机。
3 将相机从本机中取出。

长时间使⽤相机后，相机会变热。 请让相机在本机内静置⽚刻，
使其充分冷却下来，然后再将相机从本机中取出。 取出时，⼩⼼
不要让相机摔落下来。

故障排除

在将本机送修之前，请进⾏以下检查，看⼀下是否有助于解决您的
问题。 如果毫⽆帮助，请联系 Sony 客户信息服务中⼼。

本机内有⽔滴。

• O 形环上有划痕或裂纹。
→ 更换新的 O 形环。

• O 形环放置不正确。
→ 检查 O 形环的安装⽅法。

拍摄功能⽆法正常⼯作。

• 相机变热。
→ 将相机置于阴凉处⼀段时间，使其冷却下来。

• 安装的附件有误。
→ 为相机正确安装相应的附件。

⽆法切换模式。

• 附件上有污垢或灰尘。
→ ⽤湿布清除附件上的污垢或灰尘。

本机上的操作按钮难以按下、略有卡顿或回弹缓慢。

• 每个按钮内都有⼀个 O 形环。
→  如果在间隔较长时间之后再使⽤本机，O 形环可能会带来上述

不便，但这并不表⽰故障。

存放本机时，应避开任何温度过⾼/过低、湿度较⼤或有阳光直射的
位置。

设计或规格如有变动，恕不另⾏通知。

（表面からの続き）


